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偏在解消へ制度構築後押し

「薬剤師派遣指針」を作成

　こんにちは。メディセレのしゃっち
ょう、児島惠美子です。みなさんは薬
学部と他学部の違いって何だと思いま
すか。私は、勉強が大変ということが
大きな違いだと思っています。女子大
生が試験前に女子力を放棄してまで勉
強に取り組まないといけないという薬
学生あるある。さらに今はコロナ禍で
す。リアルの友人はできづらく、ゲー
ムやＳＮＳでつながるバーチャル友人
が増える状況。そんなコロナ禍での勉
強法をお伝えいたします。
　まずは、スマホとの付き合い方を決
めましょう。よく皆さんが陥るのが、
「スマホを見ない！」と決めたけれど、
やっぱり見てしまい、私はダメな人だ
と落ち込むこと。これ、絶対やっちゃ
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ダメな思考回路です。
　今やスマホはなくてはならぬモノに
なりました。無理に引き離すのではな
く、勉強などやるべきことがある期間
はルールを決めましょう。朝30分、
昼30分、夜30分と、タイマーもつけて。
昼、つい長く見てしまったら、夜減ら
すなどして、前後で時間を調整しなが
ら取り組みましょう。
　勉強場所を変えましょう。試験の時
に、覚えたはずのものが出てこないの
はよくあること。それを少しでも減ら
す方法として、場所と記憶を紐づける
というのがあります。トイレには生薬、
枕元には薬理、机の上には解糖系みた
いに、同じ場所に同じ科目を貼り、そ
の場所をフックに記憶を想起させてい
くのです。
　今まではスタバなどで勉強していた
かもしれませんが、コロナで外に出ら

れません。自室の机だけでなく、リビ
ングの机で勉強したり、お風呂で半身
浴しながら蓋にタオルを敷いて覚えた
りしてみてください。これ、汗かきな
がらお風呂場で見たなぁと思い出すか
もです。気分転換にもなります。
　歩きながら勉強しましょう。家の中
を歩きながら、散歩しながら勉強する
というのも一つの方法です。気分転
換になるだけでなく、歩くことで血
の巡りが良くなりますので、脳にた
くさんの酸素が送られます。座って
いると眠くなりますが、歩いている
と眠気は起こらず、脳が活発になりま
す。発明家や音楽家が歩きながら着想
を得たというエピソードはたくさんあ
ります。
　これら三つの方法を活用しながら、
オン・オフを意識して、確かな知識を
つけていってくださいね。

効果的な勉強法とは
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　日本病院薬剤師会の新会
長に就任した武田泰生氏
（鹿児島大学病院薬剤部長）
は、本紙の取材に応じ、薬
剤師の偏在解消に向けて、

各地域での薬剤師派遣制度の構築を
後押しするガイドラインを年度内に
作成する考えを示した。地域医療介
護総合確保基金等を利用して、地域
の公的病院などが地方の病院に薬剤
師を派遣する制度の構築に向けたノ
ウハウを指針で示す計画だ。武田氏
は「指針を参考に各都道府県病薬が
地方行政にアプローチしてほしい」
と話している。
　同基金の取り扱いが整理され、地
域の各病院へ薬剤師を派遣する経費
として同基金を活用して良いことが
示された。これを受け、日病薬は７
月上旬、薬剤師派遣の制度化に向け
て「病院薬剤師確保策に関する特別
委員会」を設置。崔吉道氏（金沢大

学病院薬剤部長）を委員長とし、第
１回目の委員会を開催した。
　武田氏は「年度内をメドに、地域
の中でどの病院に派遣するかなど派
遣のノウハウを盛り込んだ指針等を
作成して各都道府県病薬に示した
い」との考えを示す。
　以前から、薬剤師の偏在解消の支
援を日病薬に求める会員からの声は
多かった。日病薬として介入する手
段は乏しく、各施設の自助努力に委
ねるしかなかったが、近年はこの問
題に対する国や医師の理解が進み、
環境が変わってきた。
　薬剤師確保に関する厚生労働省の
各種調査研究も進んでおり、武田氏
は「この時期を逃さず、日病薬も一
緒になって取り組んでいきたい」と
強調する。
　同基金は、薬剤師修学資金貸与事
業を行うために必要な経費として活
用して良いともされている。日病薬

は和泉啓司郎専務理事を中心に、組
織強化推進部で運用の具体的な方法
に関する指針を早急に作成する。各
都道府県病薬に提示し、各地での活
用を促す計画だ。
　一方、病棟薬剤業務実施加算を算
定する病院は約２割に過ぎないとし
て、同加算の算定推進にも力を入れ
る考え。武田氏は「国は地域医療連
携を推進しているが、全ての病院が
加算を算定して病棟薬剤業務を充実
させないと、地域医療の中でシーム
レスに薬物療法をつなぐことができ
ない。加算を算定する病院を増やす
ことが課題」と語る。
　同加算１の算定率は、病院の規模
が小さくなるに従って低下し、昨年
４月時点で100床未満の2973病院
では11.0％となっている。

　武田氏は「中小病院でも算定しや
すい加算にしたり、中小病院の業務
に診療報酬をつけたりするなどの取
り組みが必要。マンパワーが不十分
だと病棟業務を展開できない。診療
報酬を原資に薬剤師を採用し、病棟
での業務を充実させるなど、正のス
パイラルに入る仕掛けを考えなけれ
ばならない」と言及。
　「中小病院でも算定可能な診療報
酬の必要性はずっと認識されてい
るが、要求するには根拠となるエ
ビデンスが必要だ。その構築を薬
剤師数が少ない中小病院に求める
のは酷かもしれない。日病薬主導で
エビデンスを構築するなど、何らか
のテコ入れが必要だろう」と話して
いる。
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